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作であると評価された。また、作品に込められた自身の様々な思いを説明的、感傷的にならずに、表現の領
域まで高めたという点でも評価され、博士号の取得に値する作品であるとされた。 
課程博士学位申請で取り組んだ研究成果は、申請者自身が地道な研究を通してたどり着いたものであり、
本人のこれからの制作や研究を進めるにあたり基盤となるものであると考えられる。こうした真摯な研究姿
勢が論文執筆と創作研究共に優れた結果に導くことが出来た要因として評価できるところである。 
総合審査結果として、提出された論文と作品の関係も加え、一貫した研究の成果が大いに認められる。論
文・作品ともに真摯な態度で取り組んだその内容は、質の高い優れた研究であると高く評価し総合的に合格
とした。 
